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＜連絡事項＞

・電子カルテで分からないことがあった際はメモに残しておくようにして下さい。
・上半期人事考課の面談は来週から行います。それまでに自己評価の入力お願いします。
・電子カルテの入力について、フローシートのバイタルサイン以外の項目は深夜介護スタッフが入力となります。また薬、投薬の部分は各勤務帯の投薬者が入力お願いします。
・本日入院予定となっていた患者様は見送りとなりました。入院日時は明日以降外来に連絡来ることになっています。
＜患者様連絡事項＞
・工藤　綾子様～家族に緊急時の対応について確認したところ、日赤に搬送してほしいとのことでした。周知お願します。
・夏坂　浩美様～本日の夕～治験開始となります。それに伴う併用薬の禁止はなく、継続指示薬も使用しても良いとのことです。
・小田　沙也加様～主治医より家族面談の調整をするよう指示あり、来月の施設見学日の前後に組む予定です。見学日が決まり次第、虹スタッフからPSWへ連絡が来る事になっている為、その後面談日を調整することとなります。
・石井　幸子様～自己服薬の際、薬は間違えることなく持ってくること出来ていますが、服薬ボードにセットする時に日付を間違って入れていることが多いため薬のセットを本日の準夜帯から1日セットすることにしています。
　　　　　　　　セットの際、薬の入れ方を指導していくようにしましょう。

・大橋　照子様～毎週診察時に採血の指示を貰っていましたが、検査の方で定期採血としたため指示は貰わなくいいとの事です。検査項目や内容に変更があった際は検査の方に連絡お願します。
　　　　　　　　今日の買い物でリハビリパンツを発注しています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞

・菅井　浩子様～前回の診察時、結核になったことを話す様子ありましたが、本日の診察時に主治医より胸部のレントゲンの所見を見せ、石灰化しているのであって結核でないことを説明受けています。
・出河　攻様～食事の量について心配する発言聞かれていますが、食事の量はこのままでよいが食べ過ぎないよう指導を受けています。
・坂本　のり子様～同室者の患者様に叩かれたことを話し、部屋を変えてほしいと訴えています。部屋移動はしないことを本人へ伝えています。
・長谷川　陽一様～主治医より洗濯方法について説明受けていますが返答は表面的です。
・中居　松男様～流延目立ちますが、本人より不調の訴えは聞かれていません。
・沼端　恵子様～「日赤に退院させてください」や「退院します。ありがとうございました」と話しています。診察中易怒的となる事はありません。
・中山　真由美様～「あんパンやジャムパンは胸やけがするからロールパンだけがいいです」と訴え聞かれていますが食事変更はしていません。本人の希望でネオヨジンガーグル 1本処方となっています。
・大橋　照子様～主治医へ頻繁に嘔吐し、食事が食べられないことを話しています。ナウゼリン3日分処方となっています。また「眠らない薬が欲しい」と訴えあり、説明するも了解できずにいます。ハルラック(0.125)1T 3日分処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～日中は眠気を訴え作業中も机に突っ伏し居眠りする様子みられています。日中の活動促していけるよう引き続き、夕方の体育館での運動を促していきましょう。
・松永　勘五郎様～プログラムには拒否なく参加できています。治験薬に関する訴えは聞かれていません。引き続き治験薬貼付部の確認と精神症状の観察をしていきましょう。
・上川原　豊様～日中は活動に参加していますが、エアロビは行わず見学しています。不調の訴えはありません。午後から青陽館体験利用の為に外出しています。帰院後、薬剤師より服薬指導を実施。治験の管理方法や禁食物・忘薬時の対応や診察時の除剤について説明を受けています。指導を受けている間は理解している様子みられています。服薬カレンダーの購入についても好感触。カルテに挟んである注意事項の用紙と治験参加カードは本人希望にて退院時に渡すこととなっています。
・夏坂　浩美様～日中は流延目立っていません。喫煙室に出入りし他者から煙草を貰うことありました。他者トラブルとならないよう見守りしていきましょう。
・大橋　照子様～食事は朝1/4、 昼食は果物を食べたため不食しています。本人の食べたいものを摂取できるように促していきましょう。立ち上がり・歩行時にふらつきみられるため、見守りし転倒に注意していきましょう。
・工藤　綾子様～朝は疼痛訴え不食、昼は1/2摂取できています。日中は自室や喫煙室で過ごすことありますが、自床にて蹲っている様子みられています。深夜帯にて頓服薬使用し、以後は疼痛自制内で経過しています。
